
コンプライアンス推進規程

リスクマネジメント推進規程

取締役会として決議・モニタリングすべき、重要な内部統制上の取り組み等を記載

【主な記載事項】 ・当社が目指す内部統制システム

 ・取締役会が決議すべき取り組み

  （会社法が求める基本事項に関するもの、重大な事象防止に関するもの、重要なグループ指針）

内部統制システムの基本方針

内部統制上、取締役に求められる責務および会社全体における内部統制に関する取り組みを網羅的に記載

【主な記載事項】 ・内部統制システムの全体像

  （社長・業務執行取締役等の責務、運用状況の確認と継続的改善）

 ・具体的取り組み（統制活動）と推進体制

  （基本方針に定める取り組み、その他内部統制として必要な取り組み）

内部統制管理規程

グループリスクマネジメント委員会
（委員長：社長、事務局：ガバナンス推進本部） 取締役会

グループ全体の
重要リスクの一覧化
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内部統制システムに関するJR西日本グループの考え方

内部統制システム

内部統制システムの全体像

リスクマネジメント方針
①社長、ガバナンス推進本部長およびリスク管理者※は、企業
価値の向上や損失の危険の管理に向け、グループリスクマ
ネジメントシステムを構築・運用する。
②ガバナンス推進本部長は、グループリスクマネジメントシス
テムを通じて、当社グループとして優先して対処すべきリス
クについて抜け漏れなく対応できるよう、当社グループ内
の調整を図る。
③リスク管理者は、前項および他のリスク管理者のリスクへ
の対応状況を踏まえ、自らが管理するリスクの対応状況を
改善する。

事業等のリスク
①安全の確保、②自然災害等の発生、③経営環境の激変、
④人財の確保、⑤サプライチェーンの確保、
⑥情報セキュリティ・情報管理、
⑦重大な犯罪行為・テロ等の発生、
⑧感染症の発生・流行、⑨コンプライアンス、
⑩特有の法的規制（鉄道事業、整備新幹線）

●出席者
　委員長：社長
　副委員長：ガバナンス推進本部担当取締役
　委員：業務執行取締役・リスク管理者・常勤監査等委員・監査部長・
 大学教授等の社外の有識者 など
●議論内容
①リスク管理者から報告された重要なリスクの管理状況
②特に留意すべき当社グループのリスクへの対応
③当社グループ内外での重大なリスク事象からの教訓および改善事項
④「有価証券報告書」にて開示すべき「事業等のリスク」の選定

※リスク管理者……グループリスクマネジメント委員会へ重要なリスクを報告し、
同リスクを管理する者を言います。

　JR西日本グループでは、内部統制システムを、「私たち

の志」のもと、「長期ビジョン」を実現するための基盤と

位置づけています。

　監査等委員会設置会社としてモニタリング型経営や

グループ経営体制の深度化を進めるにあたり、内部統制

システムの「基本方針」のもと、各取締役の責任や具体的

な取り組みの責任体制を明確化・体系化した「内部統制

管理規程」を策定することで、内部統制システムの実効

性を高めています。

　会社法に基づき定める内部統制システムの「基本方針」を

重点化・大綱化し、取締役会が責任を持つべき領域として整

理しています。

　加えて、「内部統制管理規程」を策定し、会社法施行規則に

おいて求められている内部統制上の項目ごとに具体的な取

り組みを体系的に定めるとともに、取締役の責務を明確にし

ています。

　「基本方針」および「内部統制管理規程」に定められる各取

り組みについては、運用状況をモニタリングし、特に「基本方

針」に記載の項目については、取締役会にて毎年運用状況を

確認しています。

リスクマネジメントに関するJR西日本グループの考え方

グループリスクマネジメント（全社的リスクマネジメント体制）

　「中期経営計画2025」のもと、新たな価値創造へ挑戦

していくにあたり、JR西日本グループにおける経営上、

対処すべき重要リスクとその管理状況をモニタリングし

ています。当社内（コーポレート）の各部門およびグルー

プ会社（カンパニーその他グループ会社）が抽出・選定

したリスクのうち、経営上対処すべき重要リスクについ

て、年2回の「グループリスクマネジメント委員会」におい

て、集約・一覧化し、その管理状況をモニタリングしてい

く取り組みを行っています。

　特に経営環境に関する重要リスクの抽出・選定にあ

たっては、未来の社会像に関する洞察を行い、バックキャ

ストの視点から採るべき戦略の方向性を確認・検証して

います。

　また、鉄道安全、気候変動、人権等のリスクは、専門的

な個別の委員会などを設置し、より具体的かつ実効性向

上を目的とした議論を行っています。

全社的リスクマネジメントのPDCAサイクル
　リスク管理者はそれぞれの所管する事業等における重要

リスクの管理方法を計画し、リスクを低減します。

　リスク管理者が報告する「積上げ」の重要リスクと、経営戦

略本部長が「俯瞰」の視点で提示する経営戦略リスクを、グ

ループリスクマネジメント委員会で一覧化することにより、攻

めと守りのリスクを一元的に管理し、PDCAサイクルによる改

善を推進しています。

「有価証券報告書」で公表する
「事業等のリスク」の一覧
　「企業内容等の開示に関する内閣府令」において求められ

る水準を踏まえたうえで、「有価証券報告書」の「事業等のリ

スク」の項では、リスクが顕在化する可能性の程度や時期、リ

スクの事業へ与える影響の内容、リスクへの対応策の説明等

を記載しています。

グループリスクマネジメント委員会

102101 JR 西日本グループ 統合レポート2024 JR 西日本グループ 統合レポート2024

大
切
に
す
る
価
値
観

ト
ッ
プ
メ
ッ
セ
ー
ジ

め
ざ
す
未
来
に
向
け
た

価
値
創
造
プ
ロ
セ
ス

価
値
創
造
の
基
盤
と
な
る
取
り
組
み

デ
ー
タ
集

価値創造の基盤となる
取り組み� CFOメッセージ人財戦略地域共生 地球環境サステナビリティの

取り組み
コーポレート・
ガバナンス


